
土砂災害警戒避難に係わる前兆現象情報検討会

課題（検討に至った経緯）

○土砂災害による人的被害
・平成16年度梅雨前線、台風等（死者・行方不明者62名）
・平成17年台風14号等（死者・行方不明者30名）

○課題
・多くの市町村で避難勧告が発令されていない
・住民の自主避難があまりなされていない

○前兆現象情報の活用が有効
・避難勧告の判断基準
・住民の自主避難等の判断基準
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土砂災害警戒避難に係わる前兆現象情報検討会

(1)前兆現象の分析

①土砂災害発生プロセスと前兆現象
②前兆現象と危険度レベル
③観測方法

(1)前兆現象の分析

①避難勧告等の基準となる前兆現象
の提示

②前兆現象の観測（発見）方法

(2)前兆現象の活用の検討

①巡視方法と前兆現象
②市町村防災体制への活用方策
③前兆現象の普及方法
④防災教育の内容

(2)前兆現象の活用

①市町村防災体制への活用方策
・避難勧告等の客観的な発令基準
・巡視のポイント
・情報収集・伝達体制

②防災知識の普及方法
・前兆現象の認識度の向上方策
・発見後の対応（自主避難の意識向
上）等

検討内容

想定される成果

・大規模降雨災害対策検討会
土砂災害分科会

市町村防災体制への活用
（地域防災計画への掲載等）

防災教育・防災知識普及への活用 土砂災害防災訓練での活用

検討会以降の対応


